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本コースに参加するメリット
「ふんばろう東日本支援プロジェクト」において、
なぜ巨大なボランティアの組織が機能したのか、
というところには、実は原理がありました。組織
運営上、チーム作りや部下の育成でお困りの方が、
その原理をこの「EMS ソーシャルビジネス実践
コース」で学ぶことによって、それぞれの組織の
活動がよりよくなり、マネジメント上の課題が解
決します。



木こりのジレンマ
（『７つの習慣』より）

「斧を研いだほうがいいのでは？」
「木を切るのが忙しくてそれどころじゃない」

からの脱皮のご提案



EMS 「本質行動学特論 基礎原理実践コース」

エッセンシャル・マネジメント・スクール（EMS）は、普遍的なマネジメ
ント「本質行動学」を学ぶ世界ではじめての学校です。EMSはドラッカー学
会公認の唯一のスクールです。

またその本質行動学に基づく画期的な学びの仕組みによって未来教育会議
から未来教育認定された最初のスクールになるなど、2019年に創設以来、各
界で活躍する1000名以上の修了生を輩出するオルタナティブスクールとなり
ました。

その入門となる基礎原理実践コースでは、セルフマネジメントからチーム
や組織のマネジメントまで応用可能な「人間の原理」「価値の原理」「方法
の原理」といった普遍的な原理を軸に、本質行動学のエッセンスを学び、幸
せな人生をマネジメントしていく方法を身につけていきます。



EMS ソーシャルビジネス実践コース
今回、初開催となる「EMS ソーシャルビジネス実践コース」は、基礎原理
実践コースの内容を踏襲しながら、よりソーシャルセクターでのマネジメン
ト層に特化したコースです。
社会を本質化し、人々が幸せなライフを過ごせるためには、社会課題を解
決する人たちの幸せこそが必須課題であると考えます。

EMSの創始者である西條剛央は、東日本大震災に際し、構造構成主義を組
織マネジメントに当てはめ、日本最大級の総合支援ボランティア組織「ふん
ばろう東日本支援プロジェクト」を育てあげ、この経験から、本質行動学が
体系立てられました。この活動は、2014年、哲学に基づいて未曾有の災害に
対応した功績が認められ、Prix Ars Electronicaのコミュニティ部門において、
ウィキペディア等が受賞した最優秀賞（ゴールデン・ニカ）を日本人として
初受賞しました。
ソーシャルセクターで今後、活躍される組織の皆様にとって、本質行動学
のエッセンスを学び、幸せな人生をマネジメントしていく方法を身につけて
いただくことができ、犠牲のない本質的なマネジメントを実現することがで
きるようになります。
お忙しいソーシャルセクターの方が学びやすいように、修了要件を満たし
やすいような柔軟なカリキュラムを御用意しました。また、学びを組織の中
で活用いただくため、同じ組織から複数名（３～５名）程度、同時に御参加
いただくことを、強く、お勧め致します。



本コースの目的
この講座では、下記の「事前の問い」を参加者自身が考える機会を作り、何らかの「答

え」を手に入れ、「成果」をあげることを目的としています。

・あなたの関わっている事業／組織のミッションは何ですか？
・あなたの関わっている事業／組織では、どのようなマネジメント上の課題を抱えていますか？

・あなたの関わっている事業／組織はどのようにその価値を伝えていますか？

・あなたの関わっている事業／組織では、人のリソースをどのように集め、使っていますか？
・あなたの関わっている事業／組織では、お金のリソースをどのように集め、使っていますか？

・あなたの関わっている事業／組織では、デジタルをどのように活用していますか？
・あなたの関わっている事業／組織での、DX上の課題は何ですか？

・あなたの関わっている事業／組織では、人や組織の成長をどのようにデザインしていますか？
・あなたの関わっている事業／組織では、どのような対話が行われていますか？

・あなたの関わっている事業／組織は、今後、どのように成長・発展していきますか？







講座の進め方
＊授業（あるいは収録動画）及び対話会のどちらかの出席と、リフレクション
（300字以上、スクールタクト使用）の提出を以て、その回の出席とします。授
業に関しては、事前収録日の参加でも出席とします。

＊授業回の後、リフレクションを記入、対話会で、チームにてリフレクション
を読みあい、フィードバックしあった後、提出いただく流れを想定しています。

＊参加者には事前アンケートとして「事前の問い」に答えていただきます（ス
クールタクトに記入）。それを元に、各回の講師が対話し、それを収録したも
のを課題動画とします。

＊各授業回の講義部分は、リアルタイムあるいは事前収録となります。事前収
録されたものは、当日、オンライン・パブリックビューイング形式で集まって
視聴します。

＊欠席の場合には、動画にての補講をお願いします。



EMSの学びの構造



事前課題図書
西條剛央著『チームの力』（ちくま新書）

本質行動学で扱う「人間の原理」「価値の原理」「方法の原理」の３つの原
理が、「ふんばろう東日本」の実践を元に解説されています。このコースの
予習としてもご一読をお勧めします。

一人の人間にできることは限られている。
でも、チームを作れば“巨人”にもなれる。
チーム作りとは希望を作ることでもあるの
だ。「日本最大級の支援プロジェクト」を
運営した著者が、独自のメタ理論をベース
に説く、チームのための新しい組織論。
チーム作り、リーダーシップ論、戦略の立
て方、モチベーションを引き出す極意、ト
ラブル解消法など、チームの力を最大限に
伸ばす原理と方法を明らかにする。



修了要件
①授業への出席（８割以上）

＊チーム対話会への参加は修了要件ではありませんが、欠席された授業の補講とし
ても活用できます。

②リフレクションの提出（８割以上）

③修了レポート（発表資料）の提出 11月10日締切

＊授業（あるいは収録動画）及び対話会のどちらかの出席と、リフレクション
（300字以上、スクールタクト使用）の提出を以て、その回の出席とします。授業
に関しては、事前収録日の参加でも出席とします。







寄付講座となった経緯
EMSのコースをこれまで合計４期（コース）を修了さ
れている青野慶久（サイボウズ株式会社代表取締役）
は、参加し続けている理由を、次のようにおっしゃっ
ています。

「自分が感覚としてやってきたことを本質行動学は言
語化してくれているので、組織経営にとても役立つん
です。例えば、サイボウズでも、僕のほかにも自分で
EMSに入る人たちが毎期いて、本質行動学で学んだ
「関心」のマネジメントが共通言語になってきていま
す。」
「原理はそこから外れたら失敗する基礎中の基礎にな
るため、どんなアスリートも基礎トレを止めることは
ないように、経営者は普遍的な原理を学び続ける必要
があるので、繰り返し参加しているのです」

その青野さんは、日々現場で悩み社会課題の解決に
取り組んでいるソーシャルセクターの方々に、ぜひ本
質行動学を学んでもらいたいという強い思いから、本
講座に奨学金を提供してくださることで、ソーシャル
ビジネス実践コースが寄附講座として実現することに
なりました。



質疑応答



本質行動学を学べる世界で初めての学校
エッセンシャル・マネジメント・スクール

「青野慶久奨学金」寄付講座

EMSソーシャルビジネス実践コース

皆様の御参加をお待ちしております


